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5 8 8 金沢大学十全 医学会雑誌 第1 02巻 第 5 号 588 - 5 9 6 (1 9 93)

肝細胞癌 に お ける 鋼沈着 : C T お よ び M R 所見と の 関連 に つ い て

金沢大学医学部放射線医学講座 ( 主 任: 高 島 力教授)

北 川 清 秀

肝細胞 癌 (h e p a t o c elI ul a r c a r ci n o m a , H C C ) に お け る 鋼 沈着 の 程度 を
, 組 織学 的 に 確診 の 得 られ た 直径 5 c m 以下 の

H C C 5 3 結 節 を 対 象に オ ル セ イ ン 染色 に て 検 討 した ･ さ ら に 鋼 沈着 の 程度 と 単 純 コ ン ピ
ュ

ー タ ー 断層 撮影 ( c o m p u t ed

t o m o g r a ph y ･
C T ) 所見お よ び磁気共鳴画像 ( m a g n e ti c r e s o n a n c e i m a gi n g ,

M RI) 所見 と の 関連 に つ い て 検討 した . オ ル セ イ ン

染色で ほ
, 涌漫性 で 強陽性を 示 した もの 3 結 敵 中等度陽性 1 結 乱 弱陽性1 噌 節お よび 陰性39結節 で あ っ た . また

,
オ ル セ

イ ン 染色強陽性 3 結節 中2 結節に 電子 Ⅹ 線解析を 施行 し
′

H C C 細胞内に 鋼に 固有 な ピ ー ク を 認め た . オ ル セ イ ン 染色強陽性
の 3 結節 は

, 単純 C T に て周囲肝に 比 して 高濃度 の 結節 と して 描出 された . 鋼 の み の 存在 に よ る理 論的 C T 値の 上 昇は 極め て

僅か で あり ∫ 単純 C T の 高濃度に つ い て は腫瘍細胞 内に豊富に 存在す る鋼結合蛋白( c o p p e r- bi n d i n g p r o t ei n
,
C B P) に よ る と考

え られ た ･ 単純 C T 所見と オ ル 乍イ ン 染色 の 程度 と の 間に ほ統計学的に 有意 の 相関関 係が 得 られ た ( x
2

テ ス ト
, P < 0 .0 01) .

M RI では
･

T l 強調像 (S E 5 0 0/ 2 0
･
6 0 0/ 1 5) ,

T 2 強調像 (S E 2 5 0 0/ 8 0
,
25 0 0/ 9 0) お よ び 〆ラ デ ィ ェ ン ト ･ エ コ ー 像の 所 見よ り

,

鋼が強 い 磁性体 と して画像に影響 を及ぼす事は 無い と 考え られ た . また
,

M Rl 所見 ( Tl 強調像 お よ び T 2 強調像) と オ ル セ イ

ン 染色 の 程度 と の 間 に は統計学 的に有意の 相関関係を 認め な か っ た .

K e y w o r d s h e p at o c ell ul ar
l
c a r ci n o m a

,
C O p p e r

･
O r C ei n st ai ni n g ,

C O m p ut e d t o m o g r a p h y , m a g n e ti c

r e s o n a n c e i m a g l n g

近年 , 鋼 卜 亜 鉛
,

マ ン ガ ン
,

マ グ ネ シ ウ ム と い っ た微 量元素

が 人癌組織 内に 検 出され る ように なり様 々 な 分野に て注 目 され

て きて い る
1) 2)

. 鋼は
, 直接 的に は ロ ダ ニ ン 染色 お よび ル ベ ア ソ

酸染色に て 証 明され るが
,

オル セ イ ン 染色に て も間接的に 鋼結

合蛋白( c o p p e r- bi n d in g p r o t e in
,
C B P ) と して 同定 で きる こ と が

知 られ て い る
ユト 5)

肝 は鋼代謝 に お け る最も重要な器官 で ある . 肝細胞 内の 著 明

な 鋼蓄按 ほ 6 カ月 以下の 正 常新生児 ,
お よび病 的な状態 と して

ほ
,

ウ イ ル ソ ソ 病 , 原発性胆汁性肝硬変,
イ ン デ ィ ア ン ･ チ ャ

イ ル ドフ
ッ ド ･ シ ロ ー シ ス (I n d i a n c hild h o o d ci rr h o si s) な どで

知 られ て い る
8 州

. 最 近 , 肝 細胸痛 (h e p a t o c ell u l a r c a r ci n o m a ,

H C C )
,
肝細胞線腫(h e p a tic ad e n o m a

,
H A ) お よ び限局性結節性

過形成 (fd c al n o d ul a r h y p e r pla_Si a
,
F N H ) に お い て も, 鋼沈着 の

報告 が散見 さ れ る
3)1 0 ト H)

.
H C C に お ける 鋼沈 着 の 頻 度 は21 -

42 %
3)1 1) 川

,
H A お よ び F N H で は各 々 60 %

,
7 5 % と報 告さ れ て い

る
3)

. こう い っ た 様 々 な 疾患に お ける鋼蓄積 の メ カ ニ ズ ム に つ

い て は
, 未だ十分に 解明され て い な い .

一 方
,
画像 診断の 領域で は数量元素 に 関する報告 ほ少 なく ,

Ⅹ 線 コ ン ピ ュ
ー タ ー

断層 撮影 を使用 した 肝組織 内の 鋼蓄積 に 対

して い く つ か の 報告が 散見され る の み で あ る
15)l 飢

. 筆 者 の 知 る

か ぎり で は
,

H C C に おけ る鋼沈着 と コ ン ピ
ュ

ー タ ー 断層 撮影

( c o m p u te d t o m o g r a p h y ,
C T ) 所見 との 関連に つ い て の 報告は点

られ な い . ま た
,

H C C に お け る 鋼 沈 着 の 磁 気 共 鳴 画 像

( m aLg n e ti c T e S O n a n C e i m ai i n g ,
M RI) 所見 に つ い て ほ

,
E b a r a ら

の 報告を 認め る の み で ある
14)

. 今 臥 病理 魁織学的 に 確 定診断

が 得 られた H C C を対象 に
,
H C C の 鋼沈着の 有無と C T およ び

M RI 所 見と の 関連 に つ い て 検討 した の で 報告す る .

対象お よび 方法

Ⅰ . 対 象

単純 C T に て 高吸収域 を示 した H C C 内に 多数の C B P を認

め ∴定性的並 び に 定量的 に 鋼の 沈着を 証明 で き た 1 症例を経験

した . そ こ で
, 昭和63 年 4 月 よ り平成 2 年12 月 ま で の 3 年8 カ

月 の 間に C T と M R I が 施行 され た H C C 症例の うち
,
切除あ

るい は 生検 に て 病理 観織診断の 得 られ た89 例1 0 2 病 巣 の う ち ,

腫瘍最大径 5 c m 以下の も の か ら48 例53 病巣を 無作為 に 選 び対

象と した . 症例 の 内訳ほ 男性41 例 , 女性 7 例 で
, 平均年齢62 .4

才 (3 9 - 7 7) で ある . 最小腫瘍径 は 0 .7 c m
, 最大は 5 .O c 皿 であ

る . な お生検例は 4 病巣 , 切除例は4 9病巣 で ある . 症例の 背景

肝は慢性肝炎 6 例 , 肝硬変42 例で あ っ た .

Ⅱ . 検 査 法

1 . C T 診断

1 ) 使 用装置 : C T 9 0 0 0 (横河 ,
日本) お よ び Q u a n t e x ( 横

河) を用 い た
.

2 ) 撮像 条件 : 全 肝を ス ラ イ ス 厚 1 c m
,

ス ラ イ ス 間隔 は

0 - 1 c m で ス キ ャ
ソ した . 単純 C T の み を対象と した .

平成 5 年 7 月1 5 日受付 , 平成 5 年 9 月 3 日 受理

A b b r e vi a ti o n s : C B P
･ C O P p e r

- bi n din g p r o t ei n ; C T
,

C O m p u t e d t o m o g r a p h y ; F N H
,
f o c a l n o d ul a r h y p e r pla si a ;

F L A S H , f a s t l o w a n gle sh o t ; G R A S S
, g r a di e n t r e c a ll e d a c q u isitio n i n a st e a d y st a t e ; H A

,
h e p a ti c a d e n o m a :

H C C
,
h e p at o c e ll ul ar c ar ci n o m a ; H U

･
H o u n sfi eld u nit ; M R

,
m a g n etic r e s o n a n c e ; M RI

,
m a g n etic r e s o n a n c e

i m a g 由g
v

; ･S E , S pi n 定e C h o ; T E , e C h o :ti m e ; T R
,

r e p etitio n ti m e



網宰領 肝細胞癌の C T お よ び M R 所見に つ L ) て

2 . 磁繋共鳴 ( m a g n e ti c r e s o n a n c e
,
M R ) 診断

1 ) 使用 装 置 ‥ 1 ･0 テ ス ラ 超 電 導 装 置 M a g n e t o n M l O

(Si e m e n S
,
E rl a n g e n

･
ドイ ツ) お よ び1 ･ 5 テ ス ラ 超 電 導 装置

sig n a (G E ,
M il w a u k e e

, 米国) を用い た ･ な お , 1 ･ 0 テ ス ラ 超電

導装置に て16 病巣 ,
1 ･ 5 テ ス ラ超電導装置 に て 37 病巣 を 撮像 し

た .

2) 撮像方法 : ス ピ ン
･ エ コ ー

( S pi n e c h o
,
S E ) 法 に よ り

Tl 強調像お よ び T 2 強調像を得 た ･ 1 ･ 0 お よび1 ･ 5 テ ス ラ にて ,

T l 強調像 に おけ る繰 り返 し時間 (r e p e titi o n ti m e
,
T R) を , そ

れぞれ 600 m s e c
,
5 0 0 m s e c と し

,

エ コ
ー 時間( e c h o ti m e

･
T E )

を 15 m s e c
,
2 0 m s e c と した (S E 6 0 0/ 1 5) (S E 5 0 0/ 2 0) ･ T 2 強調

像で は T R を 25 00 m s e c ,
T E を 9 0 m s e c (1 ･0 テ ス ラ) ･

8 0 m s e c

(1 .5 テ ス ラ) と した (S E 2 5 0 0/ 9 0) (S E 2 5 00/ 8 0) ･ ダ ラ デ ィ
ェ ソ

ト
･ エ コ

ー ( g r a d i e n t e c h o
,
G E ) 法は

,
1 . 0 テ ス ラ で は .

フ ァ
ー

ス ト
･

ロ ウ ･ ア ン グ ル ･ シ ョ ッ ト (f a s t l o w a n gl e s h o t
,

F L A S H ) を使用 し
,
そ の パ ル ス 系列は T R 3 0 m s e c

,
T E 1 4 m s

,
フ

リ ッ プ角 (fli p a n gl e) 9 0
0

(F L A S H 3 0/1 4 ; フ リ ッ プ角
,
9 0

d

)
.

一 方1 . 5 テ ス ラ で は ダ ラ デ ィ
エ ン ト リ コ

ー ル ド ･ ア ク イ ズ ィ

シ ョ ソ
･

イ ン
･

ス テ デ ィ
･ ス テ イ ト ( g r a di e n t- r e C all e d

a c q u isitio n in a s t e a d y s t a t e , G R A S S ) を 使 用 し た ( G R A S S

22/1 3 ; フ リ ッ プ角
,
9 0

0

) .

3 ) 撮像条件

撮像視野 (fie ld of vi e w
,
F O V ) は

‥ 患者の 体格に よ り32 , 3 6

あ る い は 40 c m の い ず れ か と し た . 撮 像 マ ト リ ッ ク ス

( m at ri x) ほ
l 大 部 分 の 症 例 で 25 6 ×2 5 6

,

一 部 の 症 例 で

256 ×1 2 8 ある い は 25 6 ×1 9 2 と した . ス ライ ス 厚は 1 0 m m
,

ス

ライ ス 間隔 ( g a p) は 2 .5 - 5 m m
､

と した . 励起 回数 ( n u m b e r of

e xit ati o n) は ,
T l 強調 像 で は 4 回 ,

T 2 強調像 で は 2 回 と し

た . 動きに よ る ア ー チ フ ァ ク ト ( m o ti o n a r tif a c t) の 対 策 と し

て
, 検査開始直前 に ブ ス コ パ ン 1 A を 筋注 し

, 腸管 の 運動を抑

制した . 呼吸に よ る上 腹部運 動を抑 え るた め に
, 腹帯を 使用 し

た . 血流や 血 管拍動 に 伴 う ア ー チ フ ァ ク ト除去する た め
,

プ レ

サ チ エ レ
ー シ ョ ン ( p r e s a t u r a ti o n) 法 を 併用 し ,

一 部 の 例 の

T2 強調像 で ほ こ れ に リ フ ェ
ー ス ィ ン グ(r e p h a si n g) 法を さ らに

追加 した .

Ⅲ . 病理組織標本お よび銅定性並び に 定量

腫瘍お よび 周囲肝の 病理組織 学的 評価 に は
,

へ マ ト キ シ リ

ン ･ エ オ ジ ン (h e m a t o x yli n- e O Si n
,
H E) 染色 を用 い た . 腫瘍内銅

沈着の 評価 に は
, 鋼結合蛋白 を染色す るオ ル セ イ ン (O r c ei n) 染

色を用 い た .

網走量は ア ッ シ ン グ法( a s hi n g m e th o d) に よ っ た . 網走性に

は X 線 マ イ ク ロ ア ナ ラ イ ザ ー

7 0 0 0 (K e v e x
, Q u e b e c

,
カ ナ ダ)

を備えた 透過型電子顕微鏡 H1 5 0 0 ( 日 立
, 勝田) を使用 した .

Ⅳ ∴検討方 法

1 . 鋼沈着の 程度

鋼存在 の 間捷的証 明 と な るオ ル セ イ ン 染色 を用 い
, そ の 分布

を 陰 性 ( - ) , 弱 陽 性 ( +) , 中 等 度 陽 性 ( + + ) , 強 陽 性

( + + +) の 4 段階 に 分類 した . な お
, 弱陽性 は標本内に ごく局

所的に C B P が見 られ るもの と した . 強陽性は
,
C B P が瀦漫性

に強く分布 して い るもの と し
,
中等度陽性 は C B P の 分布は 蒲

慢性で ある がそ の 程度が 強陽性 に 比 して は るか に弱 い もの と し

た
.

2 . 単純 C T 所見 と オ ル セ イ ン 染 色と の 関連

単純 C T･ に お い て
, 周開肝実質 と比較 した 腫瘍の 相対的濃度

589

を 高吸 収域, 等吸収域, 低吸 収域 の 三 種莱削こ分類 した ･ また
,

高吸収域 を呈 した H C C に つ い て は ト 踵瘍部お よ び非腫瘍部の

C T 値 を関心 領域 (r e gi o n o f i n t e r e s t R O I) を 設定 して 計 算 し

た .

単純 C T 所見と オ ル セイ ン 染色の 程 度と の 相関関係の 有無に

つ い て ,
X
2

検定を用 い 検討した .

3 . M RI 信号強度とオ ル セ イ ン 染色と の 関連

Tl 強調像お よ び T 2 強調像に お い て
t
周囲肝実質と比 較 し

た 腫瘍の 相対的信号強 度を , 高 , 等 , 低信号の 三 種煩に 分類 し

た . 腫瘍内部 の 信号強 度が 不均 一

な 場合に は
! 最も大きな部分

を 占め る信号強度を も っ て 腫瘍の 信号強度 と した . T l , T 2 強

調像 に おける信号強度と オ ル セ イ ン 染色の 程度 と の 相関関係の

有無 に つ い て
,

X
2

検定 を用い 検討 した .

4 . 鋼沈着に よ る理論的 C T 値増 加

オ ル セ イ ン 強陽性1 病巣 に て 得 られ た 鋼含有量(40 0〟g/ g 乾

燥 重量) に お ける理 論的 C T 値の 増加 を下記の 如く に して 算出

した . まず , 鋼 40 恥g/ g 乾燥重量は
,
8恥g/ g 湿重量に 相当す

る . X 線 C T 装置 に お ける腹部 ス キ ャ ン 時の X 線実効 エ ネ ル

ギ ー は
1

7 0 K e V 程度で ある .
こ の X 線 エ ネル ギ ー に 対 して の

銅の X 線吸収係数(c m
l

) は9 .1 ∴ 密度 は 8 .9 g/ c m
3

で ある .

一

方 , 水の Ⅹ 線吸 収係数は0 .1 9
, 密度 は 1 .O g/ c m

3

で あ る .

一 般

的な 肝の C T 値 を55 と する と
, 式1 に よ り肝 の Ⅹ 線吸収係数は

0 .2 0 0 4 5 とな る .

C T 値 = (〟 血 亡
-

〃w 山 .)ルw .t . e .
× 1 0 00 式1

( 仙 s 恥 紅織の Ⅹ 線吸収係数; 〃w 山
‖

水の Ⅹ 線吸収係数)

こ こ で 肝組織 は殆 ど水の 成分に 近い と考 え ,
1 c m

3
の 重量 を 1 g

と 仮定す る . した が っ て
,
鋼の 質量吸収係数 ( c m

2

/ g) (鋼 の X

線 吸収係数を 鋼の 密度で 除 した もの) は 1 .02 2 4 7
, 肝 の 質量吸収

係数(肝 の Ⅹ 線吸収係数を肝 の 密度で除 L たもの) ほ 0 ･2 0 0 5 と

な る . 肝 1 g 中に 8 恥g の 鋼が 混入 し て い るの で , 鋼と肝の 重量

比ほ 各 々 鋼 8 恥g/ 1 g
= 0 .00 0 0 8

,
肝 ( 1 g - 8 0 鵬)/ 1 g = 0 ･9 9 9 92 と

な る . よ っ て
,
7 0 K e V で の 鋼 が混入 した肝 の 質量吸収係数は

.

0 .0 00 0 8 × 1 .0 22 4 7 + 0 .9 99 9 2 × 0 .2 0 0 4 5 = 0 .2 0 0 5 2 と な る .

鋼が 混入 した肝の 体積 は
,

8 0 p g/ 8 .9( g/ c m
3

) + 0 .9 9 9 2/1 ( g/ c m
3

) = 0 .9 9 9 9 2 9 c m
3
と な りみ

かけの 密度は 1 g/0 .99 9 9 2 9 c m
3

= 1 .0 0 0 0 7 g/ c m
3
と な る .

よ っ て 鋼を 混入 した 肝の X 線吸 収係数は

0 .2 0 05 2/ 1 .0 0 0 0 7 = 0 .2 0 0 51 と な る .

式 (1) に よ り C T 値を求め る と

(0 .2 0 0 5 1
-

0 .1 9)/ 0 .19 × 1 0 0 0 = 5 5 .3 2

と な り , 鋼 に よる C T 値 の 増加 は お よ そ0 . 3 ハ ン ス フ ィ
ー

ル

ド ･ ユ ニ
ッ ト ( H o u n sfield u nit ,

H U) と な る .

成 績

Ⅰ . 電子 Ⅹ 横回折お よび銅定量

オル セ イ ン 染色強陽性 2 病巣の 電 子 Ⅹ 線回 折で は , 腫瘍細

胞内に 鋼に 特徴 的な Ⅹ 線の ど ー

ク(8 .0 4 0 K e V ) が得 られ た( 図

1f) . また
, 同2 病巣の 定量で は ,

H C C 内の 鋼含有量 は400 お よ

び 28 6 〃g/ g 乾燥軍量で あっ た .

一 方 , 非癌部 の 鋼含 有量は ,

5 0 鵬/ g 乾煉重畳で あっ た .

Ⅰ . 銅沈着に よる C T 値の増加

オル セ イ ン 染色強陽性 1 病巣 に て定 量され た 鋼含有量(1 g 乾
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燥 重量 あた り 40 毎g) か ら の 理論 的 C T 値 の 増 加 は
, わ ず か

0 ･3 H U であ っ た ･

一

方 ,
オ ル セ イ ン 染色強陽性 の 病巣 の C T 値

は 周囲肝実質に 比 して 7 - 1 1 H U 増加 して お り
, 鋼 に よ る 理 論

的 C T 値 の 増加 を は るか に 上 回 っ て い た .

Ⅲ . オ ル セイ ン染 色 と単純 C T 所見

オ ル セ イ ン 染色陽性 の
. H C C ほ

, 検 討対象5 3 病 巣中1 4 病巣

(26 %) で あ っ た . そ の 内訳ほ , 強陽性3 病巣 , 中等度陽性1 病

巣 , 弱陽性1 0 病巣お よ び 陰性39 病巣で あ っ た . オ ル セ イ ン 染色

強陽性 3 病巣に つ い て の 組織学的所 見 M RI 所見お よ び C T 所

見 を蓑1 に 示 した .

一

方 1 単純 C T に て 高, 等 , 低吸 収域を 呈

した 病巣は
, それ ぞれ 3

, 軋 40 病巣で あ っ た . 両者 の 関係を

み る と
,
オ ル セ イ ン 染色強陽性 の 3 病巣( 図1 e

, 蓑 2) ほ , 単純

C T に て い ずれ も高吸収域を呈 した ( 図 1 a
,
2 a

,
3 a) .

こ れ ら
,

3 病巣 の C T 値は
, 周囲肝実質に 比 して 7 - 1 1 H U

T a bl e l ･ P ati e n t i nf o r m atio n a nd i m a gi n g a n d hist olo
gi c

高か っ た ･ ま た ト 踵瘍 内の 出血
, 石 灰 化 ′ 鉄沈着 を認め ず, ま

た 非腫瘍部 の 脂 肪肝 の 所見も認め な か っ た
･ な お

, 等吸 収域を

示 した10 病巣 は
, 腫瘍最大径が 2 c m 以下 と 小さ い もの で あっ

た ･ 他の39 病巣 は低吸 収域を 示 した ･ オ ル セ イ ン 染色の 程度と

単純 C T 所見 と の 間に ほ
, 統計学的に 有意な相関関係が 認めら

れ た ( x
2
テ ス ト

, p < 0 .0 01 ) .

Ⅳ ･ オ ル セ イ ン 染色 と M RI 所見

1 . オ ル セ イ ン 染色と T l 強調像 と の 関連

オ ル セ イ ン 染色 と T l 強調像 と の 関連を 表 3 に 示 した . 1 8 病

巣 (3 4 % ) が
,

T l 強調像 に て 高信号 で あ っ た . 病理 学的に
,

こ

れら18 病巣の う ち 5 病巣に 細胞 内脂肪 沈着 (f a tt y m e t a m o r p h
-

O Sis) を伴 っ て お り
,
そ の うち 1 病巣 は オ ル セ イ ン 弱陽軌 4 病

巣は オ ル セ イ ン 陰性で あ っ た ■ ま た
, 淡 明 細胞 化 ( cl e ar c ell)

ほ
,
1 8 病巣の う ち 2 病巣に 見 られた ･ しか し

, 淡明細胞化を認
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めた他の 7 病巣で は
,

T l 強調像に て 等ある い は低信 号 で あ っ

た .
オ ル セ イ ン 強陽性 で あ っ た 1 例 ほ 軽度 高信号 を 呈 し た が

(図 2b) ,
細胞内脂肪 沈着 は認め なか っ た ･ T l 強調像に て 高信

号を呈 した18 病巣の う ち
, 細胞内脂肪沈着 を認め た 5 病巣以外

の13 病巣に ほ
, 高信号と な る要因は 明らか で は なか っ た ( オ ル

セ イ ン 染色強陽性1 例, 中等度陽性1 例 , 弱陽性1 例 , 陰性10

例) . な お オ ル セ イ ン 染色強陽性 の 2 病 巣ほ
一 等信号 で あ っ た

( 図 Ib
,
3 b) . L か し , 弱陽性 の 2 病巣お よび 陰性の 9 病巣ノも等

c f

F ig . 1 . C T a n d M R i m a
_ g e S

, p h o t o m i c r o g r a p h ,
a n d el e c tr o n x-r a y m i c r o a n aly si s of a n H C C w ith diff u s e a n d str o n g d e p o sitio n of

C B P (c a s e l of T a b l e l) . ( a) N o n e n h a n c e d C T s c a n s h o w s a w ell - d e m a r c a t e d t u m o r w ith h ig h a tt e n u a ti o n v al u e (6 6 H U) i n

th e a n t e r o p o s t e ri o r s e g m e n t (S 8) ( C o ui n a u d cl a s sifi c a ti o n) of t h e li v e r . F a tty li v e r i s n o t e v id e n t i n th e s u r r o u n d i n g li v e r

p a r e n c h y m a . T h e att e n u a ti o n v al u e of n o n c a n c e r o u s ti s s u e is 5 5 H U . (b) T トw ei gh t ed S E M R i m a g e (6 0 0/ 1 5) a t l ･O T ･ T h e

t u m o r i n S 8 i s i s oi n t e n s e r ela ti v e t o th e s u r o u n di n g li v e r p a r e n c h y m a . C a p s ul e ( a r r o w h e a d s) a n d s e p t u m ( ar r o w ) a r e

d e m o n s tr at e d a s l o w- d e n sity b a. n d . ( c) T 2- W ei g h t e d S E M R i m a g e (2 5 0 0/ 9 0) . T h e t u m o r ( a r r o w h e a d s) is n e a rl y i s o in t e n s e ･ (d)

T h e tu m o r (a r r o w h e a d s) i s n e a rly i s oi n t e n s e
.

wi th F L A S H (3 0/ 1 4 ; fli p T gl e
1
9 0

勺

) i m a gi n g ･ ( e) H i s t ol o gi c ally 】
t u m

P
r C ell s h a v e

n u m e r o u s g r a n ul e s th a t s ta in bl a c k . ( o r c e l n S t ai n ; O ri gi n al m a g n ifi c a tl O n
,

× 5 0) . (f) E L e c tr o n x
-

r a y mi c r o a n aly s I S S h o w s th e

C h a r a c t e ris ti c x- r a y p r Ofil e of C u K a (8 .0 4 0 K e V ) ( a r r o w ) i n th e d e n s e b o d y of ly s o s o m e i n a c a n c e r c ell ･ T h e p e ak of o s m i u m

( O s) is d e ri v e d f T O m O S m i u m t e tr a o xid e
,

W h ic h i s u s e d in th e p o s tfix a ti o n p r o c e s s i n v oI v e d i n ele c tr o s c o pi c e x a m i n a ti o占.
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信号で あ っ た . また
,
2 2 病巣が 低信号を示 し

,
6 病巣 が オ ル セ

イ ン 染色弱陽性 ,
1 6 病巣が 陰性 で あ っ た . オ ル セ イ ン 染色 の 程

度と T l 強調像 と の 間 に は
, 統計学 的に 相関関係を認 め な か っ

た ( Ⅹ
2

テ ス ト) .

2 . オ ル セ イ ン 染色と T 2 強調像 と の 関連

オ ル セ イ ン 染色と T 2 強調像と の 閑適を 表 4 に 示 し た . T 2

強調像 に て低信号の 病巣 は認め なか っ た . オ ル セ イ ン 染色強陽

性の 1 病巣は 等信号を呈 した (図I c) . また
,
オ ル セ イ ン 染色弱

陽性, 陰性例 の それ ぞれ 1 病巣ずつ も等信号を呈 した . 後者 の

2 病巣ほ
,

い ずれ も分化度 の 高 い H C C で あ っ た ( E d m o n d s o n

と S t ei n e r の 分塀 に よ る グ レ ー ド1 + 2
,

お よび グ レ ー ド1 ) .

53 病巣中50病 巣が , 高信号を 呈 した . 5 0 病巣の う ち
,

オ ル セ イ

ン 染色強陽性 2 病巣 (図 2 c
,
3 c) l 中等度 陽性 1 病巣, 弱陽性 9

病巣 お よび陰性38 病巣 で あ っ た . オ ル セ イ ン 染色 の 程度 と T 2

強調像 との あい だ に は
▲ 統計学 的に 相関関係をみ とめ な か っ た

( Ⅹ
2

テ ス ト) .

3 . ダラ デ ィ
ェ ソ ト

･ エ コ
ー 紋所見

F L A S H (1 .0 テ ス ラ) お よび G R A S S (1 .5 テ ス ラ) に よ り オル

セ イ ン 強陽性 3 病巣を 検討 した が
,

2 病巣 で は 等 信号 ( 図 1d
,

3 d) ,
1 病巣で は高信号(図 2d) で あり

, 磁性体(鋼) に よ る と考

えられ る影響 は画像上 認め なか っ た .

考 察

H C C 内の オ ル セ イ ン 染色陽性 額粒 は
,

ラ イ ソ ゾ
ー

ム 内に 存

在する サ ル フ ァ 基に 富 ん だ C B P の 集族 で ある
刷 )

. これ らの顆

粒 は 仁 過 マ ン ガ ン 酸カ リ ウ ム ( E M n O ▲) に て 酸化処理 した の ち

に
,

オ ル セ イ ン 染 色に て暗褐色 ある い は 黒色に 染 ま る .

→ 方
,

鋼染色で あ る ロ ダ ニ ソ (r h o d a ni n e) 染色や ル ベ ア ソ 酸( r u b e a nic

a cid) 染色 で は
一 酸化処理 を しな い 場合に の み 顆粒が染 まる

5)
.

オ ル セ イ ン 染色に て染 ま る顆粒は
▲ 形態学 的に ル ベ ア ン 酸染色

に て染 ま るもの と 同 一 部位 と され て い る
5)18)

. した が っ て
, 本研

究 に ての オ ル セ イ ン 陽性顆粒ほ 鋼お よ び C B P に 富んだ 顆粒の

集族 と考え られ る . 通常肝 内に て 鋼含 有量 が高 い ときは
, 鋼お

よ び C B P が とも に 染色 され る . また
,

ニ ェ
ー ト ロ ン ･ ア ク チ

べ - シ ョ ソ ( n e u tr o n a c ti v a ti o n) に て 測定 され た鋼含有量ほ
,

ロ

ダ ニ ソ 染色や オ ル セ イ ン 染色 に て 判断され た 半定量的な程度分

類 と相関す る と され て い る
9)

. よ っ て
,
C B P が増加 して い れ ば,

ほ とん どの 場合鋼 の 増加を 示 すもの と考 え る .

H C C は
, 単純 C T に て通常低吸収域 と して 描出され る . しか

し ,
こ こ に 示 した オ ル セ イ ン 染色強陽性 の 3 病巣は い ずれ も高

吸収域と して描 出され た . 単純 C T に て H C C が 高吸収域と し

て 描出 され る要 因と して
, 石灰化 , 出血 ∴間閏肝 の 脂肪浸潤(牌

Fi g ･ 2 ･ C T a n d M R i m a g e s of H C C i n c a s e 2 0 f T a bl e l . ( a) N o n e n h a n c e d C T s c a n s h o w s a t u m o r wi th h igh a tt e n u a ti o n

( a r r o w ) i n th e a n t e r o in f e ri o r s e g m e n t of th e li v e r ･ T h e a tt e n u a tio n v al u e w a s n o t m e a s u r e d . (b) T l -

W ei g h t e d S E M R ir n a g e

(5 0 0/ 2 0) a t l ･5 T ･ T h e t u m o r ( a r r o w ) is sli由tl y h y p e ri n t e n s e . C a p s u le is b a r 91 y a s l o w
-i n t e n sity ri m . (c) T 2 -

W ei gh t e d S E M R

i m a g e (2 5 0 0/ 8 0) ･ T h e t u m o r ( a r r o w ) is h y p e r in t e n s e i n o u t e r p o r ti o n a n d n e a rly i s oi n t e n s e i n in n e r p o r ti o n . (d) G r a d i e n t -

e C h o

M R i m a g e (2 2/ 1 2 ; flip a n gl e
, 1 0

.

) . T h e t u m o r ( a r r o w ) i s sli g h tly h y p e ri n t e n s e .
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肪肝) およ び油性造影剤 (i od iz e d oil) の 蓄積 が あげ られ る ･

H C C に おけ る石 灰化 は
l

ときに 出血 や 壊死後 に み ら れ る こ

と がある . しか し
,
我 々 の 経験 でほ こ うい っ た石 灰化は 稀で あ

り
,
報告例 に おい て も 0 - 2 5 % で ある

19)2 0)
･ 石 灰化 は

,
1 た と え存

在して も局所的な場合 がほ と ん どで あり ∴珊浸性の 石 灰 化は極

めて稀で あると 考え られ る , 2 0 0例以 上 の 摘出 H C C に お い て
,

その よ うな 例を経験 して い な い . 高吸収域を 呈 した 2 病巣の 単

純 C T 億は
,
5 7

-

6 6 H U で あり, 石 灰化に よ る場合 に ほ ,
こ れ

よ りは るか に 高い C T 値を と る と考 え られ る .

広田 らほ臨床的に H C C と診断 され 高吸収域を 呈 した 6 症例

を報告 して い る
21)

. 彼 らは
l 病理 学的な確証は無 い が

, 高 吸 収

域は H C C 内の 出血 に よる と推潤 して い る . H C C 内の 局所的な

出血 は起 こ り得 るが , 腫瘍全体 に 均 一 に 出血 が起 こ る こ と ほ極

めて考 えに くく , そ の よう な 例 は全 く経験 が 無 い . した が っ

て
,
均

一

な 高吸収域 の 病巣を見た 場合 ,
そ れが た だ ちに 腫瘍 内

の出血 に よる と結論づ け る の は極め て 困難で ある と考 える .

病巣の 相対的な高 吸収域は , 非癌部 の 脂肪浸潤す なわ ち脂肪

肝にお い て 時 々 観察 され る .
こ の よう な場合に は非痛部 の C T

値を測定す る こ と に よ り , 病巣が相対 的な高吸収域を呈 して い

る こと が容易に 判断 で き臨床的に 問題 に な る こ と は な い .
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油性造影剤( リ ピ オ ド ー ル
,
L ipi o d ol

⑳
) の 貯留に よ り高 吸収

域が 肝内に 認め られ る こ とが ある .
こ れ ほ

, 近年 H C C の 塞栓

術や 診断の た め に リ ピ オ ド
ー

ル が 使用 さ れ るた め で あ る
22)

.

H C C 内に 貯留 した リ ピ オ ド ー

ル は , しば しば腫瘍 内 に均 一 に

分布 しそ の た め 均 一

な 高吸収域と して 単純 C T 上 描出され る .

しか し
,

こ の 場合に ほ石 灰化 と 同様 に 明 らか に は るか に 高い

C T 値を と るた め
, 筆者が検討 した 3 病巣と は鑑別が 容易 で あ

る . また , 臨床的情報が あれ ば鑑別上 何 ら問題 に な る こ と はな

い .

以上
, 単純 C T に おけ る高吸 収域の 要因に つ い て述べ た が

,

い ずれ の 要因も筆者が検討 した 3 病巣 に は該当 しな か っ た . す

な わ ち阻織学的に は 腫瘍内の 均 一

な 出血 , 石 灰化 , およ び非腫

瘍部の 脂肪肝を認め な か っ た . また
, 腫瘍 内の 鉄沈着も認めな

か っ た .

一

方 ,
オ ル セ イ ン 強陽性 で 単純 C T に て 高吸収域を呈

した 3 病巣に は
, 多数の C B P 顆粒 が認め られ た .

こ の う ち 2

病巣 に 電子 Ⅹ 線解析を行 い 鋼の 存在が 直接的に証 明ぎれ た .

S m e vik らは鋼蓄積例の 肝と正 常肝 と の 間に ほ C T 値 に おけ

る統計学的有意差ほ なく,
C T ほ肝 内鋼蓄額 の 診断に は有用 で

な い と報告 して い る
1 5)

. また
,
Di x o n と W al s h e は

,
1 0 人 の り ,f

ル ソ ン 病患者 の 肝 C T 値と鋼蓄積量を 検討 し, 両 者の 間に 相関

b d

F ig . 3 . C T a n d M R i m a g e s of H C C i n c a s e 3 0f T a bl e l ･ ( a) N o n e n h a n c e d C T s c a n s h o w s a t u m or w ith hig h a tte n u a tio n

( a r r o w s) i n th e a n t e r o in f e ri o r s e g m e n t of th e liv e r ･ T h e a tt e n u a ti o n v al u e of th e t u m o r i s 5 7 H U
･

W h e r e a s t h at of

n o n c a n c e r o u s ti s s u e is 50 H U . (b) T l -

W ei gh t ed S E M R i m a g e (5 00/ 20) a t l ,5 T . ↑h e t u m o r i s i s o in t e n s e ･ C a p s ul e (a r r o w s) is

vi sibl e a s l o w
-i n t e n sit y ri m . (c) T 2 -

W ei gh t e d S E M R i m a g e (2 5 0 0/ 80) ･ T h e t u m o r i s h y p e ri n t e n s e ･ (d) G r a di e n t -

e C h o M R

やg e (2 2/1 3 ; fli p a n gl e
,
1 0

0

) ･ O nl y a s m all p o r ti o n of th e t u m or (a rr o w ) i s h y p oi n t e n s e ･r A l m o s t a11 p o r ti o n s of th e t u m o r a r e

lS O l n t e n S e C O m p a r e d wi th th e s u r r o u n d in g n o n c a n c e r o u s tis s u e ･
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を 認めな か っ た と 報告 して い る
16)

. しか し ,
これ ら の 報告 に よ

る と 正 常 肝 の C T 値 の 範 囲 設 定 ほ 40 - 8 0 H U あ る い ほ

45 - 7 0 H U と 非常 に 広範開であ る
23)2 4 )

. さ らに
,

ウ ィ ル ソ ン 病 で

は鋼毒性 に よ り脂肪変性 が生 じ る こ と が 知 られ て い る
丁)

. こ う

い っ た 脂肪沈着や 線維化 の 変化に よ り肝 の C T 値が 低下 す る

が
,

こ の よう な肝 の C T 億 の 修飾砿 つ い て は全 く考慮 され て い

な い ･ すな わ ち , 正 常肝 の 広範な C T 値設定 お よび 鋼以外の 諸

国子の 影響 の 検討 が な され な か っ た た め に
, 統計学的有意差を

生 じな か っ たも の と考 え られ る .

一 方 で は
,

M a y e r ら ほ 肝 の

C T 値が 著明 に 増加 した ウ ィ ル ソ ン 病の 一 例を 報告 して い る
25)

.

筆者の 定量 した 肝癌の 銅含有量ほ
, 多い 結節 で 400 n g/ g 乾燥

重量 で あ っ た . こ の 鋼含有量をも とに
, 銅 に よ る C T 値 の 理 論

的増 加を 計 算す る と 僅 か に 0 .3 H U で あ っ た . こ の 値 ほ
,

S r n e vi k らの 理 論的計算値と
一 致 した

15)

.

一 方
, 著明な鋼沈着 を

と も な っ た 肝 癌 結 節 の C T 値 ほ
, 周 囲 肝 実 質 に 比 し て

7 - 1 1 H U 高値 で あ っ た . した が っ て
, 筆者 ほ 鋼 そ の も の が

C T 値の 上昇 に は ほ と ん ど関与 して い な い と考 える .

N e w と A r o n o w は
, 全血 お よ び血 液構成成分 が C T 億に ど

の よう に 関 与 し て い る か を 報 告 し て い る
26)

. そ れ に よ る と
,

C T 値に 関与す るの は ヘ モ グ ロ ビ ン の 蛋自分画で あ り
,
鉄 含 有

量ほ C T 値 の 僅か 7 - 8 % に 寄与す る の み で ある と して い る .

ま た
,
D ill o n らほ 副鼻腔炎の 粘液が 単純 C T に て 高吸収域 に 描

出され るもの は
, 高分子蛋白で ある グ リ コ プ ロ テ イ ン の 濃度が

高い た め で ある と報告 して い る
抑

. 通常, 肝癌ほ 単純 C T に て

低吸収域と して描 出され る . しか し
, 筆者の 経験 した 3 結節は

単純 C T に て高 吸収域を 呈 し , しかも い ずれ に も非常 に 豊富な

C B P が 認め ら れた ･ 図 1f に 示 した よう に
, 鋼 と 結 合 し

.
た

C B P ほ電子 密度 の 高 い 粒子と して 癌細胞内 に 大 量に 存 在 して

い た t よ っ て
,

C T 億が 高値 を示 した 原因と して は
, 鋼結合 蛋

白の 増 加が最も考え られる .

C B P の 蓄積は F N H お よ び H A に つ い て も報 告 さ れ て お

り
,

そ の 頻度ほ それ ぞれ75 % お よ び60 % で あ る
3ユ

. 筆 者 の 知 る

か ぎり では
t
F N H の

一

例 の み に 著明な C B P の 蓄硬 を認め た 報

告が ある . そ の 報告 は組織学的な所見に 限 られ , 画像診断 に つ

い て の 記 載は な い . しか しな が ら
, 良性 腫瘍 内 に お い て も

CI∋P が滞漫性 にか つ 豊富に 存在すれ ば
, 単純 C T に て 高 吸収

域 を呈 する もの と予想 され る . 通常 , F N H お よび H A ほ 非硬

変肝 に 発生す るた め
, 臨床お よ び生化学的情報 が あれ ば H C C

と こ れ
`

ら良性腫瘍と の 鑑別 は容易 で ある と考え る . ま た
,

た と

え 限局性 に 強い C B P の 沈 着が あ っ て も ,
パ ー シ ャ ル ･

ボ

リ ュ

ー ム現象( p a r tial v ol u m e ph e n o m e n o n) の た め通常 C T 画

像 に 反映され る こ と は な い と考える .

以上 よ り , 慢性肝疾患を 有す る患者に て単純 C T 上 高濃度 の

結節を 認め た 場合 , 腫瘍 内出血 お よ び石 灰化, リ ピ オ ド
ー ル の

葉 風 脂肪肝に よ る結節 の 相対 的高濃度が 除外 され れ ば
, 鋼を

蓄積 した H C C の 可 能性が 極め て高 い
. 頻度的に ほ H C C の な

か で ほ決 して 多く はな い が
, 単純 C T に て診断可 能で あ る こ と

ほ臨床的に 意味 ある こ と と考える . こ れ らの H C C が
, 通常の

日C C と病態生理学的に どう異な っ て い るか に つ い て ほ 未だ 明

らか で ほ な い .

肝内の 鋼が M R に 及 ぼす影響に つ い て は
, 未だ 議論 の 多 い と

こ ろ で ある ･
D o yl e らは 蘭 が 磁性体で ある ためP手 T l 値 が 短縮

す ると推測 した
叫

. しか し , L a v l e r らは ウ ィ ル ソ ソ 病13 例に お

い て T l 値 は正常範囲 内で あり
,

しかもそ の うち 3 例 の 鋼含有

量は 高値で あ っ た と 報告 して い る
29)

･ E b a r a ら は
▲ 銅染 色陽性

の H C C で は T l
･
T 2 値は 共に

, 陰性 H C C に 比 して 有意に 短

縮 して い た と 報告 して い る
1 封

.

M R 画像 に お け る鋼の 影響 を考 え る際に は ∴嗣 の 化学的およ

び物理 的性質 を考慮 しな けれ ば な らな い . C B P は
▲

ラ イ ソ ソ _

ム 内に 存在す る重合化 した 鋼 メ タ ロ チ オ ネイ ン で あり
, そ の 分

子 量は お よそ600 0 ダ ル ト ン で ある ･ また
, 胎児の 正 常肝 で は

t

肝内の80 % の 鋼 は不 溶性 の メ タ ロ チ オ ネイ ン と 結合 してい ると

報告され て い る
7)9)

･ Ⅹ 線吸 収 ス ペ ク ト ロ ス コ ピ ー に よ る検討に

て
,

メ タ ロ チ オネ イ ン に 結合す る鋼 は
一 価 で ある こ と が明 らか

に な っ て い る
叫 卜 胡 )

･

一

価 の 鋼は 不 対電子 を持 っ て お らず , 常磁

性体 と して の 性質を 示す た め に M R 画像に 影響 を 及 ぼ す こと

ほ な い ･

一

方 ,
二 価の 鋼 ほ セ ル ロ プ ラ ス ミ ン

,
ス

ー パ ー

オ キサ

イ ド ･ デ ィ ス ミ
ュ

ー タ ー ゼ お よ び チ ト ク ロ ー ム C ･

オ キ シ

ダ ー ゼ と結 合す る こ とが 知 られ て い る
丁)33】

. よ っ て
】

二 価の 鋼も

H C C 内に 存在 しうる が
,

メ タ ロ イ オネ イ ン と結合 す る る 一 価

の 鋼に 比 して量 的に はは るか に 少な い . さ ら に
,

二 価の 鋼は →

個の 不対電子 しか 持 っ て い な い た め に こ 価 ,
三 価の 鉄に 比して

磁性体と して の 作用は
,

は るか に 弱くな る
榔 )

. さ らに は
l

二 価

の 鋼が蛋白 と結合す る際に
, 隣あ っ た 鋼イ オ ン の ス ピ ン が反対

方向を 向く こ と に よ り打 ち 消 しあ っ て磁性体と して の 性質を示

さな い こ とが あ る
瑚

. こ の 様に 二 価 の 鋼ほ 常に 磁性体 と して の

性質を 示 すわ け で は な い .

筆者 らの 検 討で は
l

オ ル セ イ ン 染色陽性 の 1 結 節の み が Tl

強調像に て 高信 号で あ っ た が
, 脂肪化や オ ル セ イ ン 陽性顆粒を

認め な い1 0結節 もや ほ り高信号で あ っ た . 従 っ て
, 鋼が直ちに

Tl 強 調像 に お け る高信 号の 要因で あると は い え な い . H C C の

T l 強 調像の 高信号に つ い てほ
, 未だ 解明 され て い な い こと が

多く今後 の 課題 で ある .

E b ar a らは
, 著明 な鋼事項を 認め た H C C 2 結 節に て T 2 値

の 短縮が み られ , 鋼の 磁性体 と して の 影響の た め で あると報告

して い る
Ⅰ4)

. M R で ほ
, 磁化率の 大きな磁性体 は局所磁場 の 不

均 一

を 引き起 こ し
, そ の た め に プ ロ ト ン の 位相 の ズ レが 大きく

な る ･ そ の 結果
,

磁性体が 存在する 組織 の T 2 値 が短縮する .

こ の 現象は
t 静磁場の 二 乗に比例 して大きく な る

3 卿
. さ らに ,

ダ ラ デ ィ
ェ ソ ト エ コ ー に お ける パ ル ス 系列 の よ うに18 0

0

パ ル

ス が 加え られ な い 場合 , 局所磁場 の 不均
一

は 補正 され な い こと

に な る . よ っ て
, 磁化率の 異な る物質 の 境界で は 著明な信号の

低下が お こ る
37)

. 筆者が 使用 した M R 装置 の 静磁場は1 . 0 お よ

び1 ･ 5 テ ス ラ で あ り
,
E b a r a ら の 0 . 5 テ ス ラ よ り 大き い

. よ っ

て
, も し H C C 内の 鋼が実際 に 強 い 磁性体と して の 働きがある

な らば
,

T 2 緩和効果 は E b a r a ら よ りは るか に 強く画像に 反映

され な けれ ば な らな い . しか しな が ら
,

オ ル セ イ ン 強陽性並び

に 中等度陽性の い ずれ の 結節も ,
T 2 強調像に て 低信号 を示さ

なか っ た . さ らに , グ ラ デ ィ
ェ ン ト ･ エ コ ー

を 使用 した画像に

ても , 磁性体 に よ る 明ら か な 影 響を 捉 え る こ と は で き なか っ

た . 筆者の T 2 強調像お よび ダ ラ デ ィ
ェ ソ ト エ コ ー 像所見か

ら判断す ると
.

H C C 内に 蕃賛 した 鋼が強 い 磁 性体 と し ての 作

用を有 して い る とは 考え られ な い .

オ ル セ イ ン 強陽性の 1 結節 は
,

T 2 強調像 に て 等信 号で あ っ

た . ま た
,

ほ か に も 2 結節 が等信号を 示 した . これ ら等信号を

示 した 結節は
t
E d m o n d s o rl と S t ei n e r の 分類

1 7)
に よ る グ レ ー ド

1 + 2 お よび 1 と 分化度 の 高 い もの で あ っ た . T 2 強調 像の 等

信号 と H C C の 分化度 と の 間に ほ
, 何 らか の 相関が 存在すると



鋼蓄積肝細胞癌の C T お よ ぴ1 M R 所見に つ し ユ て

示唆され るが , 対象数が 少な く今後 の 検討課題で ある ･

結 論

組織学的に 確診が得 られ た H C C 5 3 病巣 を対象と して
,

オ ル

セ イ ン 染色を 施 行 し
,

さ らに 単純 C T 画 像お よ び1 ･ 0 テ ス ラ と

1 .5 テ ス ラ 超伝導 M RI 装置に て の T l 強調 像 , ダ ラ デ ィ
ェ ン

ト
･ エ コ

ー 像を 用い
,

H C C 内の 鋼 と C T
,
M R 所見と の 相関の

有無を 検討 し
,
以下の 結 論を得た ,

1 . 筆者 の 経 験 し た H C C 内 の 綱含 有量 (4 0 0 鵬/ g 乾燥重

量) で は理 論的な C T 値の 増加は 僅か 0 ･3 H し で あり
,
嗣そ の も

のが C T 値の 増加中こ殆 ど関与 しな い こ と が判 明 した .

2 . 単純 C T に お い て 高吸収域を 呈 した 結節は
t

い ずれ もオ

ル セ イ ン 染色強陽性で あ り豊富 な C B P を 蓄積 して い た . C T

値の増加は
,

こ の 網結合蛋白に よ る と考 え られ た ･

3 . 単純 C T と オ ル セ イ ン 染色 の 程度 との 間に は統計学的に

掛 ､ 相関関係が認め られ た ( x
2

テ ス ト
, P < 0 ･0 01 ) ･

4 .
T l

,
T 2 強調画像 と オ ル セ イ ン 染色 の 程度 と の 問 に ほ 統

計学的に 相関関係 を認 めな か っ た ( x
2
テ ス ト) ･ ま た

,
グラ デ ィ

ェ ソ ト ･ エ コ ー 法 に よ る画像に て も,
H C C 内 に 磁 性体 の 存在

を示唆す る明 らか な所 見を認め な か っ た .

5 . 以上 の ごとく ,
H C C 内に 蓄積 した 鋼が M R 画像 に 影響

を及ぼ すこ とは な い と 考え られ た .

一 方 , 単純 C T に て 慢性肝

疾患の 患者 に 高吸 収域 の 結節が 見 られ た 場合 , 結節内の 石灰 化

および 出血 , 周 囲肝実 質の 低吸 収域( 脂肪肝) に よ る結節の 相対

的高吸 収域 が除外で きれ ば
, 網を 蓄積 した H C C の 可 能性が極

めて高く臨床的に 有用 な 所見と考え られ た .
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